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意見等を反映させた主な箇所 

 

Ⅰ．コンセプト及び計画概要【P.1】 

・全体平面図にトイレの位置を追加 

・緑の広場のイメージを更新 

など 

変更前 変更後 

 
緑の広場 イメージ 

 
緑の広場 イメージ 

 

Ⅱ．緑の広場【P.2】 

・子どもが楽しく遊べる遊具を配置することを明記 

・多様なプログラムにも対応する広場や舗装スペースを確保することを明記 

・にぎわい施設の概要を追記 

・芝生斜面の法肩に新植樹木を追加 

・平面図のベンチを着色表示 

・メインゲート周辺の舗装色を変更 

・緑の広場平面図に新設トイレの機能を示すピクトグラムを追加 

・緑の広場、トイレ棟のイメージを更新 

など 

変更前 変更後 

・公園の玄関にふさわしいデザイン性の高い

親水空間や遊具等を配置し、イベントに利用

できる舗装スペースを確保します。また、既

存モニュメントについては、状態に応じて再

編を検討します。 

・公園の玄関にふさわしいデザイン性の高い

親水空間や子どもが楽しく遊べる遊具を配

置します。 

・多様なプログラムやイベントに対応できる

広場や舗装スペースを確保します。また、既

存モニュメントについては、状況に応じて再

編を検討します。 

 5.にぎわい施設（※別途事業） 

・民間活力を導入し、カフェなどの飲食店を想

定したにぎわい施設の整備を検討していま

す。 
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緑の広場 イメージ 

 
緑の広場 イメージ 

 
トイレ棟 イメージ 

 
トイレ棟 イメージ 

 

Ⅲ．動物園メインゲート・エントランス広場・北ゲート【P.3】 

・将来の運用にも柔軟に対応できるゲート幅を確保することを明記 

・平面図のベンチを着色表示 

・メインゲート周辺の舗装色を変更 

・平面図に新設トイレの機能を示すピクトグラムを追加 

・平面図の屋根がかりや歩行者動線を強調 

・平面図に駐輪場台数およびシェアサイクルスペースを追記 

・メインゲートの南東外観、南西外観イメージを更新 

（動物園へのわくわく感の演出の一例として、舗装に動物の足跡を追加） 

など 
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変更前 変更後 

・メインゲートは、受付窓⼝・ショップ・来園

者用トイレの３棟で構成します。 

・メインゲートは、受付窓⼝・ショップ・来園

者用トイレの３棟で構成します。また、将来

の運用にも柔軟に対応できるゲート幅を確

保します。 

  

 
南西外観 

 
南西外観 

 

Ⅳ．シンボルプロムナード【P.4】 

・公園内で発生する自然石を活用したベンチ（ガビオンベンチ）を設置することを明記 

・木陰のもとでゆったりとした時間を過ごせる空間を創出することを明記 

・歩行者の安全対策として、横断歩道をカラー化 

・平面図のベンチを着色表示、災害時給水拠点の位置を追加 

・シンボルプロムナード区間 A、区間 C、休憩機能を持つベンチのイメージを更新 

など 

変更前 変更後 

・要所にベンチを設置し、休憩機能を持たせ、

ゆったりとした時間が過ごせる設えとしま

す。 

・要所に、公園内で発生する自然石を活用した

ベンチ（ガビオンベンチ）を設置し、木陰の

もとでゆったりとした時間を過ごせる空間

とします。 

 
シンボルプロムナード区間 A イメージ 

 
シンボルプロムナード区間 A イメージ 
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シンボルプロムナード区間 C イメージ 

 
シンボルプロムナード区間 C イメージ 

 
休憩機能を持つベンチ イメージ 

 
休憩機能を持つベンチ イメージ 

 

Ⅴ．立体駐車場・屋上テニスコート【P.5】 

・電気自動車の充電設備として、EV 用充電スタンドを 2 台設置することを追記 

・屋上テニスコート内に日除けベンチ、コート外にベンチを設置することを明記 

・平面図のベンチを着色表示 

・暑熱対策として屋上テニスコートの出入⼝付近にミストを設置することを明記 

・トイレの穴数を増やし、平面図にトイレの詳細図を追加 

・平面図にエレベーターや EV 用充電スタンドの位置、トイレの機能を追加 

・歩行者動線や車いす使用者用駐車区画の位置を見直し、平面図に駐車区画を表示 

など 

変更前 変更後 

 ・電気自動車の充電設備として、EV用充電スタ

ンドを 2 台設置します。 

・休憩できるスペースとして日除けベンチを

設置します。 

・休憩できるスペースとしてコート内には日

除けベンチを設置するほか、コート外にもベ

ンチを設置します。 

 ・暑熱対策として出入⼝付近にミストを設置

します。 
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1 階平面図 

 
1 階平面図 

 
2 階平面図・南棟 3 階・北棟 3-5 階平面図 

 
2 階平面図・南棟 3 階・北棟 3-5 階平面図 

 

Ⅵ．青谷川沿い（多目的広場(東側)、川沿い園地、アクセス園路、公園橋）【P.6】 

・バスの臨時駐車場の台数を明記 

・川沿い園地について、既存の雰囲気を活かすこと、安全快適な散策ができるよう整備すること

を明記 

・川沿い園地内の既存の石組みを活かし、既存樹を保全することを明記 

・川沿い園地へ遊具を設置すること明記 

・原田児童館の児童の安全性向上のため、防護柵等を児童館付近に設置することを明記 

・円滑な車両動線・歩行者動線を確保するため、市道阪急沿線の整備について追記 

・多目的広場(東側)の一部の舗装色を変更し、広場空間と歩行者動線を明確化 

・川沿い園地北端の階段部分に併設スロープを追加 

・平面図のベンチを着色表示 

など 

変更前 変更後 

・ラジオ体操など様々なシーンで利用できる

とともに、バスの臨時駐車場としても転用で

きる空間を整備します。 

・ラジオ体操など様々なシーンで利用できる

とともに、バスの臨時駐車場（5 台）として

も転用できる空間を整備します。 
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・青谷川沿い(市道阪急沿線~天城橋)に、川の

音を聞きながら緑陰のなかを散策できる遊

歩道として、既設の園路の雰囲気を活かしつ

つさらなる高質化を図ります。 

・青谷川沿い(市道阪急沿線～天城橋)は、現在

の雰囲気を活かしつつ、川の音を聞きながら

緑陰のなかを安全快適に散策できるよう、さ

らなる高質化を図ります。 

・既存の石組エリアに、四季折々の彩のある植

栽を施し、癒しのガーデン空間を整備しま

す。 

・既存の石組を活かし、既存樹を保全するとと

もに、四季折々の彩のある植栽を施し、癒し

のガーデン空間を整備します。 

・広場部分に健康器具を設置するほか、随所に

ベンチを設置し、散策しながら健康づくりが

できる遊歩道とします。 

・広場部分に遊具や健康器具を設置するほか、

随所にベンチを設置し、散策しながら健康づ

くりができる遊歩道とします。 

・歩行者の安全を確保するため、ボラードや防

護柵等の設置を行います。 

・歩行者の安全を確保するため、ボラードや児

童館付近には防護柵等の設置を行います。 

 ・市道阪急沿線については、電線の地中化を行

うとともに、道路拡幅および幅員構成の見直

しを行い、円滑な車両動線・歩行者動線を確

保します。(※別途事業) 

 
川沿い園地 拡大図 

 
川沿い園地 拡大図 

 

Ⅶ．植栽計画【P.7】 

・適正な土壌環境、神戸由来の植栽等により健やかで明るい森をつくることを明記 

・地域で親しまれているウコンザクラをはじめとした多様なサクラの植栽を検討することを追

記 

・新植本数を変更（緑の広場において８本追加） 

・KOBE WOOD として板材や製品化を図る事を明記 

・KOBE WOOD の説明を追記 

・シンボルプロムナードのイメージを更新 

など 

変更前 変更後 

・新たな「原田の森」の創出を目指して、シン

ボルとなるサクラや既存の大径木に加えて、

四季を楽しめる植栽（カエデ類）や神戸らし

い植栽による空間演出を行います。 

・新たな「原田の森」の創出を目指して、適正

な土壌環境のもと、シンボルとなるサクラや

既存の大径木に加えて、四季を楽しめる植栽

（カエデ類）や神戸由来の植栽等により、健

やかで明るい森をつくります。 
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 ・地域で親しまれているウコンザクラをはじ

め、花の色や花期が多様なサクラの植栽を検

討します。 

再整備後 323 本 

内訳：保全対象 155 本/移植対象 14 本 

/新植 154 本/伐採・資源化対象 154 本 

再整備後 331 本 

内訳：保全対象 155 本/移植対象 14 本 

/新植 162 本/伐採・資源化対象 154 本 

・再整備に伴って伐採する樹木については、樹

種の特性に応じて資源化をすすめます。 

・再整備に伴って伐採する樹木については、

KOBE WOOD*として板材や製品化を図る

など、樹種の特性に応じて資源化をすすめま

す。 

 *KOBE WOOD とは 

神戸の森林・里山・まちを未来につなぐこと

を目的として、神戸市内の森林管理や都市整

備で搬出された自然資源の活用を促進する

ため、神戸産の木材等に関するブランド 

 

Ⅷ．防災計画・照明計画・動線計画・高温常態化対策（グリーンインフラ）【P.8】 

・防災時に活用できるベンチであることがわかるよう「防災かまどベンチ」へ名称を変更 

・安全安心な照明計画を行うことをベースとしてライトアップを効果的に配置することを明記 

・川沿い園地についても必要な照度を確保することがわかるよう明記 

・歩行者の安全に配慮するため、動線計画に車両出入り⼝の歩道改良を行うことを追記 

・樹木の下にベンチ等を設置することを明記 

・水飲み台（手洗い場）を適所に設置することを追記 

・暑熱対策としてミストを設置することを追記 

・緑の広場のライディングマップ、緑の広場トイレ棟横、親水空間前のイメージを更新 

など 

変更前 変更後 

・災害発生後の炊き出しなどで活用できるか

まどベンチを整備します。 

・災害発生後の炊き出しなどで活用できる防

災かまどベンチを整備します。 

・緑の広場やシンボルプロムナード等におい

て、樹木や広場空間を電球色のスポットライ

ト等でライトアップし、美しく温かみのある

魅力的な夜間景観を創出します。 

・下方配光の照明器具を効率的に設置するこ

とで、主要な園路及び階段、出入⼝等におい

て必要な照度を確保し、公園利用者にとって

・下方配光の照明器具を効率的に設置するこ

とで、シンボルプロムナードや川沿い園地等

の主要な園路及び階段、出入⼝等において必

要な照度を確保し、公園利用者にとって安

全、安心な照明計画とします。 

・さらに緑の広場やシンボルプロムナード等

において、樹木や広場空間を電球色のスポッ
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安全、安心な照明計画とします。 トライトやライン照明等でライトアップし、

美しく温かみのある魅力的な夜間景観を創

出します。 

 ・車両出入⼝の歩道改良を行い、歩行者の安全

に配慮します。 

■屋根付きパーゴラの設置 

・パーゴラの下にテーブルやベンチを設置し、

夏期における利用促進を図ります。 

■快適な滞在空間の創出 

・パーゴラや樹木の下にテーブルやベンチを

設置し、夏期における利用者促進を図りま

す。 

 ・水飲み台(手洗い場)などを適所に設置しま

す。 

 ・暑熱対策としてミストを設置します。 

 
緑の広場 ライディングマップ 

 
緑の広場 ライディングマップ 

 
緑の広場トイレ棟横 イメージ 

 
緑の広場トイレ棟横 イメージ 

 
親水空間前 イメージ 

 
親水空間前 イメージ 

 




